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Ⅲ＜調査結果の要約＞

１
団塊的価値観は団塊世代調査でも団塊ジュニア世代調査でも測
定されている。また子供が中学生の頃についてと、現在について
と合計４問行われた。

したがって、団塊世代の過去と現在、団塊ジュニア世代の過去と現在をそれぞ
れ比較することができる。この５つの質問項目が、団塊世代の＜団塊度＞を決
め、団塊ジュニア世代の親の＜団塊的接し方度＞を決めている。（詳細は「団
塊世代調査結果」P.16　およびP.21,「団塊ジュニア世代調査結果」P.38および
P.44を参照）

団塊Jrから見た父親の団塊的接し方
（全体Ｎ＝310）団塊ジュニア調査
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子供はそれぞれの個性を十分
に発揮して育つのが良い

問題を解決するには、話し合
いを重視すべきだ 

目標に向かって努力すれば、
成果はついてくるものだ 

男性は外で収入を得るため働
き、女性はしっかりと家庭を守

るのがよい

ある程度家庭を犠牲にしてで
も、親は仕事に打ち込むのが

よい

確かにそういう接し方をした

ある程度そういう接し方をした

どちらともいえない

あまりそういう接し方をしたとは思えない

まったくそういく接し方をしたとは思えない

団塊Jｒから見た母親の団塊的接し方
(全体Ｎ＝310）団塊ジュニア調査
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子供はそれぞれの個性を十
分に発揮して育つのが良い

問題を解決するには、話し
合いを重視すべきだ 

目標に向かって努力すれば、
成果はついてくるものだ 

男性は外で収入を得るため
働き、女性はしっかりと家庭

を守るのがよい

ある程度家庭を犠牲にして
でも、親は仕事に打ち込むの

がよい

確かにそういう接し方をした

ある程度そういう接し方をした

どちらともいえない

あまりそういう接し方をしたとは思えない

まったくそういく接し方をしたとは思えない

＜団塊的価値観：子供が中学生の頃（N=311)団塊世代調査＞
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子供はそれぞれの個性を十分に発揮して育つのが
良い

問題を解決するには、話し合いを重視すべきだ

目標のために努力すれば、成果はついてくるものだ

男性は外で収入を得るため働き、女性はしっかりと
家庭を守るのがよい

ある程度家庭を犠牲にしてでも、親は仕事に打ち
込むのがよい

たいへん賛成だった やや賛成だった どちらでもなかった やや反対だった まったく反対だった
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本調査の補完データ（読売広告社CANVASS調査）との比較
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２
さらに、団塊的価値観はデータの再現性を検証するため読売広
告社CANVASS調査においても同じ質問を用いて実施された。

本調査の補完データ（読売広告社CANVASS調査）との比較
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Canvass 本団塊ジュニア世代調査

本調査研究と読売広告社CANVASS調査とはたいへん類似する結果を得た。団
塊世代においても団塊ジュニア世代においても、団塊的価値観への評価は類似
している。団塊世代：ｒ＝0.99、団塊ジュニア世代：ｒ＝0.98と相関は高い。
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「団塊世代調査」結果P.24

「団塊世代調査」結果P.22

団塊世代は全体として、昔よりも＜団塊度＞をおとし、団塊的特徴を失ってい
る。過去より継続している価値観は、「子供の個性重視志向」、「話し合い志
向」、「目標達成志向」であるが、少なくなった価値観は「性別役割分業」と「仕事
優先志向」である。理由には、年令的な成熟や時代的背景が考えられるが、い
ずれにしろ世代的特徴は薄まっている。

＜団塊度＞構成比の変化

40.5%

28.3%

30.5%

31.2%

28.9%

40.5%

１５年前の団塊度（N=311)

現在の団塊度（N=311)
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＜男性の価値観変化＞
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男性１５年前 男性現在

子供の個性 話し合い

目標達成 仕事中心

性別役割分業

＜女性の価値観変化＞

4.37 4.374.34 4.34
4.17

3.94

2.7

2.47

2.95
2.77

2

3

4

女性１５年前 女性現在

子供の個性 話し合い

目標達成 仕事中心

性別役割分業

団塊世代は団塊的特徴を失いつつある・・・
３
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「団塊世代調査」結果P.26

(注）団塊度変化HH:過去も現在も団塊度HIGHのグループ 「団塊世代調査」結果P.27　
団塊度変化MM過去も現在も団塊度MIDDLEのグループ
団塊度変化LL:過去も現在も団塊度LOWのグループ

＜団塊度＞の高い、団塊的特徴を保持している人は、＜団塊度＞の低い人よ
りも生活目標に計画性や豊かさをおくことが多く、「利」志向である。逆に＜団塊
度＞の低い人はその日その日を生活を楽しく暮らす「快」志向が強い。＜団塊
度＞が中程度の人は身近な人と和やかに暮らす「愛」志向である。

４

生活目標の変化
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その日その日を楽しく過ごす

しっかりと計画を立てて、豊か
な生活を築く

身近な人たちと、なごやかな
毎日を送る

みんなと力を合わせて､世の
中をよくする

団塊度の変化別現在の生活目標
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団塊度変化ＨＨ（Ｎ＝77）

団塊度変化ＭＭ（Ｎ＝48）

団塊度変化ＬＬ（Ｎ＝76）

その日その日を楽しく過ごす しっかりと計画を立てて、豊かな生活を築く

身近な人たちと、なごやかな毎日を送る みんなと力を合わせて､世の中をよくする

団塊世代の生活目標は、「利」志向から「快」志向へと変化して
いる。
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「団塊世代調査」P.22-23
「団塊ジュニア調査」P.44

団塊ジュニア世代が団塊世代から引き継いだ価値観は、やはり子供の個性重視
志向、話し合い志向、目標達成志向である。性別役割分業と仕事優先志向に関
しては、団塊世代よりもかなり少なく、この二つの価値観はほとんど否定されつつ
ある。

５

団塊的価値観の変化：加重平均値（N=311)
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「男性は外で収入を得るために働き、女性は
しっかりと家庭を守るのがよい」
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団塊ジュニア世代の価値観は、団塊世代から引き継いだもの
と、引き継がれなかったものがある。
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＜参考＞ 「団塊ジュニア調査」P.52

団塊ジュニア世代の仕事に対する考え方は、親の＜団塊度＞によって異なる。
＜団塊度＞の高かった親のジュニアは、より高い目標に向うが、＜団塊度＞の
低かった親の子供はのんびり志向である。

６

団塊ジュニア世代の仕事についての考え方（父母の団塊度別）（ＭＡ）
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てた。
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「団塊ジュニア調査」結果P.53

団塊ジュニア世代の結婚観も同様だ。「結婚しなくてもかまわな
い」と考えているのは、＜団塊度＞の低い親の子供たちだ。

「結婚しなくてもかなわないと思う」という考え方をするのは＜団塊度＞が低
かった親のジュニアあって、その逆ではない。

７

団塊ジュニア世代の結婚についての考え方(父母の団塊度別）（ＭＡ）
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「団塊ジュニア調査」結果P.55

「自分らしさ」とは「もともと持っている自分の感性だ」という考えと、
「自分らしさは自分で作っていくものだ」という考えがあるが、＜団
塊度＞の高い親の子は「自分で作っていく」と考え、＜団塊度＞の
低い親の子は「もともともっているもの」と考える傾向がある。

８

そして「自分らしさ」に自信を持っているのは＜団塊度＞の高い親に育てられた子供た
ちである。自分の得意領域を自分で作ろうという姿勢がみられる。

●「仕事観」｢結婚観」「自分らしさ観」を総合してみると、団塊ジュニア世代には２つの
志向性がある。ひとつは「自分回帰」であり、もうひとつは「自分創造」である。どちらが
いいというものではないが、親の団塊度別に２つのタイプに分かれるのである。

●「自分回帰型」は「自分らしさ」とはもともと自分が持っている感性だと考え、仕事は
生活のためにするもので、結婚はできなくても良い、しかし自分らしさには実はあまり
自信がない、生活意識は下流が多く、親との関係はそれほど良いわけではない。

●「自分創造型」は自分らしさ」は自分で作っていくもので、仕事は個性と成果を重視
し、結婚はするべきだと考える。自分らしさには比較的自信があり、生活意識は上が比
較的多く、親との関係はいいほう。

●そして、「自分回帰型」のジュニアは親が団塊度の低い場合が多く、「自分創造型」
のジュニアには団塊度が高い親がおおい。

団塊ジュニア世代の自分らしさについて（父母の団塊度別）（ＭＡ）
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